

























































































れる花岡秀先生のフォークナーの Light in August . . . ここに全てをご紹介
できませんが，5年間で英文学科の多くの先生より，多岐に亘る英米文学，
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歴史，批評論に触れる機会を与えられました。
また，5年の大学院生活のうち 3年間は教学補佐を務めさせていただきま
した。学期末試験や大学入試の監督補助や，入学・卒業式の準備，英米文学
会の準備作業，講読授業の抽選作業，学部生や入学希望の高校生との雑談に
至るまで，さまざまなことを経験し，英文研究室で過ごす時間が日に日に長
くなっていきました。今振り返ると，この頃は日々の授業や論文も重なり，
最も忙しくしんどい時期でありながらも，楽しかったことばかりが思い出さ
れます。こうして，後期課程後から現在に至るまで，母校で英語の非常勤講
師としての道を歩むことになりました。私の英文学科での 24年間は，常に
すてきな先生方に，友人にも恵まれていました。その間申し分のない環境に
身を置いていたことを実感しています。100周年に向けて，今後も私と同じ
ような思いを抱いて，この学び舎で過ごす英文科生が一人でも増えていくこ
とを願っております。
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